


36

指導内容・ゲームモデル

１）1対１重視：突破を図ることを狙う段階 (ペイントアタックの意識、突破技術を磨く)
­ ドライブ＆キックが必要 → スペーシングを指導

２）1対1重視：パス＆カットで人を動かし、ボールを動かすことで突破を図る段階
­ ディフェンスが強くなるので、動いてズレを生み出す
­ ボールをつなぐスポット、タイミングの指導

３）1対1、2対2：パス＆カットの中からオフボールスクリーンを利用する段階
­ スクリナーのセット技術の指導
­ スクリーンを使うユーザーの技術の指導
­ スクリーンを使う必要がなければスペーシングを取ることを考えた⽅がよい

４）1対1，2対2，3対3：相⼿のディフェンス⼒が⾼まり、⾃⼒で突破できない時に
オンボールスクリーンを使って突破を図る段階

­ オンボールスクリーン・ボールマンの技術
­ オンボールスクリーン・スクリナーの技術
­ オンボールスクリーン・ヘルプサイドのスペーシング及びプレー

■ゲームモデルの段階
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タレント発掘の考え方

課題 ① よい人材をどのようにして発掘するかの視点

■早熟と晩熟の理解
早期専門化の弊害：将来成功しにくい、障害・バーンアウトの危険性
バスケットボールは晩熟型スポーツ

■タレント発掘の視点
運動能⼒
経験年数と技術レベル
最終予測⾝⻑（両親⾝⻑や環境要因による、データ収集による予測）
運動学習能⼒（コーディネーション能⼒）
メンタル特性（リーダーシップ、闘争⼼、積極性、ディフェンスへの意識）

② 現状のデータより
■2018年度U13/U14ナショナル育成センターより
・⾝⻑データよりPHVAを算出したところ、男女共に約1年の早期成熟が⾒られた

＝ナショナル育成センターに推薦されてくる選⼿は成⻑が早く、そのために
選ばれている可能性がある。

→選手のパフォーマンスが早熟によるものか、高い運動能力を持っているもの

かを見極める必要がある
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マンツーマン推進 今後の方向性 目的の再認識

■ 全ての選手に習得させたい⼟台

1） オンボールオフェンス ： 1対1での突破⼒

2） オンボールディフェンス ： 1対1で守る⼒

3） オフボールオフェンス ： スペーシング、動きのタイミング（合わせ）

4） オフボールディフェンス ： ビジョン（ボールとマーク）、ポジショニング、予測⼒

※オンボール：ボールを持っている状態
※オフボール：ボールを持っていない状態
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マンツーマン推進 今後の方向性 フェアプレー精神の浸透

■フェアプレー精神

→ ルールを守る ＝ 決めたことを守る
→ 審判に従う ＝ コミッショナーに従う
→ 相⼿をリスペクトする ＝ ルールの中で全⼒を尽くす相⼿を尊重する

※ルールの隙間を狙うのではなく、目的を理解し、選⼿にフェアプレー精神を伝えよう

■指導者もフェアプレー精神、「将来を見据えた指導」

「マンツーマンディフェンスを使って競い合う」

「ゾーンをするのは育成世代のコンセプトから外れたものである。」
「育成世代の勝利/成功は、勝敗だけでなく、将来の成⻑スピードを⾼める⼟台を

⾝につけることでもある」
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偉大な組織への変革

バスケットボール界が
偉⼤な組織に成⻑するために

都道府県U12/U15/U18カテゴリー部会の
果たすべき役割は⼤きい
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偉大な組織への変革

■ストックデールの逆説
・現実から決して目をそらすことなく、厳しい現実を現実として受け⽌める
・最後には必ず勝つとの確信を持ち続け、厳しい現実はあっても、⼒を持つようになる目標を追求する

■弾み⾞の回転
・準備段階から突破段階へ移⾏するパターン
・巨⼤で重い弾み⾞を回転させるのに似て、当初はわずかに前進させるだけでも並⼤抵ではない。
努⼒が必要だが、⻑期に渡り、⼀貫性を持たせて⼀つの⽅向に押し続けていれば
弾み⾞に勢いがつくように、やがて突破段階に⼊る

■⼤切にすべきハリネズミの概念（※ハリネズミ＝突き詰めた単純化）
＝育成世代コーチングフィロソフィ 「将来を⾒据えた考え⽅」｢プレイヤーズファースト」

・個を育成する 「選手作り」
・16歳までに個⼈基礎・プレー基礎を理解させる 「習熟度別指導内容」
・世界基準で教える 「細部へのこだわり」「強度」「ファンダメンタルの徹底」
・チームスポーツとしてのチーム精神を理解させる
・LTADの考え⽅
・⼈格形成を重要視する 「フェアプレー」「⾃⽴」「強調」「感謝」
・判断の習慣
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■良い組織が偉⼤な組織となるために

１．全ては第五水準の指導者から始まる
考え抜かれた静かな過程によって弾み⾞を押し続け、誰の目にも明らかな「実績」を生み出すことに
関⼼がある

２．適切な⼈達をバスに乗せる
不適切な⼈達をバスから降ろし、適切な⼈達が適切な座席に座るようにする

３．ストックデールの逆説
正しい⽅向に押し続けていれば，いずれ突破段階に⼊る
現実を直視すれば弾み⾞を回転させるために取るべき手段を理解できる
最後には必ず勝てるという確信があれば、何ヶ月はおろか何年にもかかる準備段階を切り抜けられる

４．ハリネズミの概念の3つの円
深く理解するようになり、理解に基づく⽅向に弾み⾞を押し続けていれば、やがて勢いがついて
突破段階に⼊り、促進剤によって勢いを加速できる。
促進剤とは、関連する技術の応用。

５．正しい決定を積み重ねていく規律
ハリネズミの概念に基づく、正しい決定を⾏う規律ある⾏動が不可欠
規律ある⼈材による規律ある考えが不可欠

（ビジョナリーカンパニー②飛躍の法則 p.292より）

＝都道府県部会⻑の皆さんにお願いしたい

偉大な組織への変革 （ビジョナリーカンパニー②飛躍の法則 p.292）

＝誰を役職につけて、誰に手伝ってもらうか

＝必ずぶつかる困難にどう対応するか、どう考えるか

＝育成世代に⼤切なことは何か？

＝育成世代に⼤切なことを守りつつ、決定していく
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